












































































































を統計的に判定できる O 図からは月平均風速の頻度には

6ヶ月日で、極小， 12ヶ月目で極大となる強い周期性がみ

られるが，月降水量には周期性がみられないことがわか

るO この解析には「自己相関解析Jアドインを用いる O

4 . 4 月報

風向，風速，降水量の月報は，データ保存用として適

しているだけでなく，可読性がいいのでデータスクリー

ニングにも最適であり，日最大値等と記録紙とを照合す

ることによって異常値が無いか確認できる。

月報の下部には月間風向別頻度や月間風向別平均風

速，月間風向別降水頻度を出力する O それらを元に月間

風向別降水確率の算出や I風配図作成Jアドインによっ

てう風向別平均風速付き風配図の作成も司能である O

月間風向頻度及び月間最大風速，月間平均風速，月間

降水量の値は，月代表値が何らかの事情で欠測となった

場合や月の途中からの集計値しか得られない場合にデー

タ補完用として用いることができる O

以上，気象ロガーデータを単にそのまま環境庁に報告

するのではなく， I酸性雨ロガーデータ回収」アドイン

で回収したデータを， I風向頻度表作成J，I風配図作成J，

「自己相関解析」等のアドインを用いて解析することに

よって，保守点検者の目を通してスクリーニングを行う

ことが可能となり，より精度の高いデータとして活用で

きるようになるものと期待される O

Excelアドインは他のWindowsアプリケーションと同

じ操作性で， Excel元々の機能のように使ってもらえる

という利点がある。また MS-DOSの表計算ソフトのマ

クロに較べると， VisualBasicと同じ言語仕様であるソー

スリストは可読性が格段に向上しており，デバッグ機能

も豊富で， Excelの組み込みダイアログも自作のアドイ

ンに組み込める等，アドインの開発及び後々の改造も容

易であるという特徴を持っている o I酸性雨ロガーデー

タ回収」アドイン以外のソフトは汎用性があり， Excel 

で読み込めるデータであれば解析可能である。

ここに取り上げたアドイン以外にもう降水や地下水等

の水質データを元にトリリニア・ダイアグラムが作成で

きる「酸性雨ダイアグラム解析4)Jアドインや，主成分

分析または因子分析の因子負荷量から負荷量散布図を作

成する「負荷量散布図」アドイン 99個の変数にまで対

応して縦型及び横型のデンドログラムが作成できる「ク

ラスター分析Jアドイン等が作成済みであり，それらの

アドインも含めてフロッピーディスクによって提供可能

である O

今後は，月報等によるデータスクリーニング結果を，
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元の気象ロガーデータに直接反映させるアドインを開発

したいと考えている O

5. まとめ

(1) 国設酸性雨測定所に降水自動捕集装置とともに設置

された気象観測装置のデータロガーに収録されたデ

ータをExcelの中から操作することによってExcelの

ワークシート上に表計算データとして回収できる

Excelアドインソフト「酸性雨ロガーデータ回収Jア

ドインを開発した。

(2) (1)によって得られる l時間値から降雨時だけを抽出

しち「風向頻度表作成Jアドインと「風配図作成」ア

ドインを用いることによって，降雨時風配図作成が

可能である。

(3) 日代表値から降雨日だけを抽出後「風配図作成」ァ

ドインを用いることによって，降雨日風配図の季節

変化や晴天日風配図との違い等を調べることができ

る。

(4) 同じ降雨日の風向頻度の時系列と，降水成分の時系

列との聞の相関係数に対して「風配図作成Jアドイ

ンを用いれば，風向相関図が作成でき，降水成分濃

度と風向の関連を調べることができる。

(5) 数年分の月代表値を元に「自己相関解析Jアドイン

を用いれば，周期性の検討が可能となる。

(6) 月報からは，風向別平均風速付風配図が作成でき，

月代表値が欠測の場合の補完情報が得られる O
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Abstract 

UTILIZATION OF WEATHER LOGGER DATA OF NATIONAL 

ACID PRECIPITATION STATION 

Susumu HAYAKARP and Akira MATSUQl 

It is difficult to process the weather logger data recorded by the meteorological observation apparatus in National Acid 

Precipitation as it is. So， we have developed an Excel Add-In Application “Acid Precipitation Logger Data Recovery" by 

which the hourly， daily and monthly data can be directly recovered on the work sheet of Excel. Besides， it is possible 

to form a wind rose or an anemoscopic correlation chart or discuss the periodicity with add-in applications for forming 

“anemoscopic frequency chart" ，“wind rose"，“auto-correlation analysis"， etc 

Key words : Microsoft Excel， VisuaI Basic for Applications， add-in application， acid precipitation 

1 : Aomori Prefectural Institute of Public Health and EnvIronment 

-50 -



青森県環境保健センター研究報告 7， 51 -58， 1996 

小川原湖の植物ブランクトン(第2報)

一調査地点ごとの出現状況ー

工藤精一

柴田幸伸

小山田久美子

荒関 治

神 正志

奈良忠明

汽水湖で、ある小川原湖の植物プランクトンについて，調査地点ごとの解析を行った結果，総出現種数は河口付近で多く，藻類別構

成比率では各測点とも珪藻類が6割以上を占めていた。

また，各測点とも総細胞数の季節変動パターンは夏期を中心とする山型を示すことが多かったが，冬期のレベルが経年的に増加す

る傾向にあった。さらに，藍藻類と緑藻類の構成比率は{郎、が，緑藻類は細胞数及び細胞数の構成比率とも経年的に増加傾向にある

ところから，わずかながら富栄養化の進行を窺わせた。

Key words : Lake Ogawara， phytoplankton， brackish water 

はじめに

小川原湖の植物プランクトンについては，前報 1)で湖

全体の出現状況の把握を行った結果，珪藻類の出現種が

多くう細胞数でも高い出現数を占めていることがわかっ

た。また，富栄養化の進行に伴って増加すると考えられ

る藍藻類や緑藻類の出現種数は少ないが，緑藻類の細胞

数については多少増加傾向もみられた。

今回は，調査地点ごとの藻類別出現種数，藻類別細胞

数の差異，経時変化等についての調査結果をまとめたも

のである。

2. 調査方法

2・1 調査地点

調査地点は，前報と同様のSt.1 (上層及び下層)，湖

心部のSt.4 (上層，中層及び下層)， St. 6 (上層及び下

層)の 3地点、である o (図 1) 0 

採取水深は，各地点の上層がom， St. 1下層が約 9

m， St. 4中層が10m，St.4下層が約23m，St.6下層が

約10mで、ある o (各下層は底泥上 1mから採取した。)

なお，本報では，地点とはSt.1， St. 4及びSt.6を示

し，測点とはSt.1上層， St. 1下層等の層別の地点を示

すこととする O

2 . 2 解析データ

前報と同様の採取方法及び分析により得られた植物プ

ランクトンの昭和58年度から平成5年度まで11年間の

データについて解析を行った。

内沼

o 3km 
L一一一」

ら国
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eE 

図 l 調査地点

3. 結果友び考察

3・1 出現種数の差異及び変動

(l) 出現種数の差異

調査地点ごとの藻類別総出現種数(昭和58年度以降

の11年間に出現した種類数)を図 2に示す。

地点別の総出現種数は 珪藻類の出現種数の増減に左

右され，珪藻類の多いSt.1 は200種以上で他の地点より

も総出現種数が多かった。また，層別の違いをみると

St. 1では，上層>下層であるが， St. 4， St. 6は上層く

下層であり St.1とは逆の傾向を示した。

-
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次にラ藻類別構成比率を図 3'こ示す。

各地点で 6割以上を珪藻類が占めていたが，珪藻類が

比較的少ないSt.4及びSt.6では，藍藻類及び緑藻類の

比率がSt.1よりやや高めであった。藍藻類では上層と

下層との差は明瞭ではないが，緑藻類では各地点で上

層>下層であった。

なおラ St.4下層は，貧酸素水塊の嫌気性状態にある 2) 

が， St. 4 _t中層との藻類別総出現種数及び藻類別構成

比率の大きな違いはみられなかった。

(2) 出現種数の変動

各地点の上層の出現種数の経時変化を図4に示す。

これによると，総出現種数は， St. 1上層がSt.4上層

とSt.6上層よりも全体に高いレベルで推移していた。

上層の季節変動パターンはう St.4上層と St.6上層では

春期 (4'"'-'5月)に出現種数が多く，夏期 (6'"'-'8月)

に減少し，その後う秋期から冬期 (9'"'-'12月)に多く

なる比較的似たパターンがみられた O しかし， St. 1上

層はこれらと異なり 夏期に出現種数が多くなるパター

(種)

200 

100 

O 

固藍藻類

・緑藻類

口珪藻類

図その他

図2 調査地点別の藻類別総出現種数
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図3 調査地点別の藻類別構成比率(出現種数)
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図4 調査地点(上層)別の出現種数の経時変化
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図5 St.4中下層の出現種数の経時変化

ンを示すことが多かった。また，昭和62，63年度，平成

元年度はSt.4上層及びSt.6上層とのパターンの違いが

顕著であり，同一水域においても出現種数が大きく異な

ることを示している。

経年的には各測点とも昭和63年度の総出現種数が少

なく， St.4上層と St.6上層では平成元年度も総出現種

数が少ない傾向がみられた。

なお，各測点とも藍藻類及び緑藻類の出現種数は春期

に少なく，夏期を中心に増加する傾向にあるが，冬期に

藍藻類では春期なみに減少するのに対して，緑藻類では

春期ほどには減少せず，両者に消長の差がみられた O 経

年的には藍藻類及び緑藻類の明瞭な増減傾向はみられな

かった。

さらに，層別の出現種数の変動パターンをみるため，

湖心部のSt.4中下層の出現種数の経時変化を図 5に示

す。

図4に示したSt.4上層と図 5のSt.4中下層を比較す

ると季節的には大きな差異はみられず，夏期に総出現種

数が少なくなるパターンは同じである。特に，昭和60，

62年度及び平成3，4年度では各層が類似したパターン

を示した。しかし，下層では上中層に比較し出現種数の

バラツキが大きい年度もあり，同層が停滞性の強い貧酸

素水塊という特殊な水環境であることが影響しているこ

とを窺わせる O

3 • 2 細胞数の差異及び変動

(1) 細胞数の差異

調査地点ごとの藻類の細胞総数(昭和58年度以降の

(x 106cells/e) 
81 国藍藻類

・緑藻類

口珪藻類

図その他
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O 
l上 l下 4上 4中 4下 6上 6下 (地点)

図6 調査地点別の細胞総数
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l上 l下 4上 4中 4下 6上 6下 (地点)

図7 調査地点別の藻類別構成比率(細胞総数)

11年間の細胞数の総数)を図 6に示す。

細胞総数はSt.1 >St. 4孟St.6の順で高く，各地点と

も上層>C中層)>下層の順となっており，大部分を占

める珪藻類の細胞数に左右される結果となっている。

St. 1で細胞数の多い要因は，河口付近のため河川か

らの栄養塩類が供給され珪藻類が増殖していることが考

えられる O

また，藍藻類の細胞数は， St. 1及びSt.4で上層>

q
t
u
 

F
h
d
 



(中層)>下層となっているが，緑藻類の細胞数はSt.4 

で多少，上層>下層の傾向がみられるだけでSt.1及び

St.6では上下層にあまり差異がなかった。

細胞総数の藻類別構成比率を図 7に示す。

各測点とも珪藻類が90%前後を占め，藍藻類は 5%

以下，緑藻類は 10%前後であった。珪藻類が多いSt.1 

ではう St.4とSt.6に比較し藍藻類と緑藻類の構成比率

は低く，両者を合わせても 10%以下であった。

さらに， St. 4で上中下層を比較するとう下層は上中

層より藍藻類と緑藻類を合わせた構成比率が多少低い傾

向がみられ，水深の差による光の影響が考えられる。

(2) 細胞数の変動

調査地点による総細胞数の経時変化の変動パターンを

みるため，対数表示し各測点別に図 8に示す。

総細胞数はう冬期から春期にかけて増大し夏期で最も

高く秋期に低下し冬期に最も低くなるという山型の季節

変動パターンを示すことが多かった。このパターンは，

前述したように各測点の細胞総数に占める珪藻類の構成

比率が高いことから 珪藻類の変動を反映しているとみ

られる O また，総細胞数は冬期のレベルが最も低くなる
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図8 総細胞数の経時変化(対数表示)
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図9 藍藻類の細胞数の経時変化

57911 (月)
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図10 緑藻類の細胞数の経時変化

が各測点とも経年的に徐々に増加する傾向がみられた。

次に，富栄養化の進行と関連する藍藻類及び緑藻類の

細胞数(実数)について各地点の上層及びSt.4上中下

層の経時変化を図 9，10に示す。

藍藻類の上層の細胞数についてみると，各年度でのピ

ークは，ほとんどがSt.4あるいはSt.6であった。なお，

ピークとなる時期は 7'"'-'10月で 時には12月にもピ

ークが現れる場合もあるが，季節変動は，春期に少なく，

夏期~秋期に多くなるパターンが多くみられた。

一方，緑藻類については，各測点とも類似したレベル

を示し，季節変動は，春期に細胞数が少なく夏期~秋期

に増加する変動パターンを示しながら，経年的に増加す

る傾向がみられた。このことは，わずかながら富栄養化

が進行しつつあることを示していると考えられる O

St. 1， St. 4， St. 6の上層及ぴSt.4の中下層における

藻類別細胞数の構成比率の経時変化を図11， 12に示す。

各地点の上層の珪藻類は大部分を占め， 100 %を占め

る月もみられた。藍藻類の構成比率は秋期に高くなる季

節変動パターンが多かった。緑藻類ではラ春期に低い比

率を示しているがう夏期~秋期に増加する季節的な傾向

がみられた。経年的にみると 藍藻類では明瞭な変化は

みられないがう緑藻類では，平成4年12月のSt.4上中

下層で80%以上を占めるケースもみられ，徐々に構成

比率が増加する傾向にあると考えられる。

さらに， St.4の藍藻類及び緑藻類の上中下層での構成

比率の経時変化をみると藍藻類は下層で上層より低い比

率を示す傾向にあり，平成元年12月では上層と中下層

で，平成4年9月は上中層と下層で明瞭な違いがみられ

た。これらは，藤本らが述べている藍藻類の優占率が深

度が深くなるにつれ低下する 3)という全国の湖沼の傾向と

類似していた。また，緑藻類の構成比率は，上中下層で

春期に低い比率を示すほぼ同様の経時変化がみられた。
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4. まとめ

汽水湖である小川原湖の植物フランクトンについてラ

調査地点ごとの出現種数及び細胞数 それらの構成比率

を解析し次の知見を得た。

(1) 調査地点ごとの総出現種数は St. 1 > St. 6孟St.4

の順でありう各地点で、珪藻類が6割以上を占めてい

た。

(2) 調査地点ごとの細胞総数は， 9割前後を占める珪藻

類に左右され，河口付近のSt.1で多く，各地点とも

上層で多かった O なお，各測点の藍藻類及び緑藻類

は両者を合わせても l割前後であった。

(3) 総細胞数は，各測点とも夏期を中心とする山型の季

節変動パターンを示すことが多かったが，冬期の細

胞数は経年的に増加する傾向がみられた。

(4) 緑藻類の細胞数と構成比率も経年的に徐々に増加す

る傾向がみられたことから わずかながら富栄養化

の進行を窺わせた O

(5) 湖心部の貧酸素水塊の嫌気性状態にある St.4の下

層は，出現種数で上中層と層別の大きな違いはみら

れないが，細胞総数は上層より少なく，藍藻類の構

成比率も低かった。
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Abstract 

PHYTOPLANKTONS IN LAKE OGAWARA (No.2) 

-Occurrence circumstances in each Research Point-

Seiichi KUD01， Kumiko OYAMADA¥ Masashi JIN1， Yukinobu SHIBATA1， 

Osamu ARAZEKP and Tadaaki NARA1 

Phytopulanktons ware analyzed at each research point in Lake Ogawara with brackish water. As a result， a large 

number of species appeared in total at the mouth of the river. Regarding the composition ratio of algae， diatom algae 

amounted to 60偽 orabove at every point. 

Seasonal changes in the total cell number showed an arched curve with a peak in summer in most points. However， 

the total cell number level in winter showed a tendency to increase year by year. Although the composition ratios of 

blue-green and green algae were low， green algae showed a tendency to increase in both of cell number and 

composition ratio which indicated that eutrophication has been progressing slowly. 

Key words : Lake Ogawara， phytoplankton， brackish water 

1 : Aomori Prefectural Institute of Public Health and Environment 
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青森県環境保健センター研究報告 久 59-61， 1996 

下痢性貝毒検査における遊離脂肪酸の影響とその除去法の検討

堀内 諭 古川章子 高橋 政教

Studies on the InJluence of Free Fatty Acids on Determination of 
Diarrl 

産卵期ホタテガイの生殖巣について下痢性貝毒検査を行った結果，マウスに対する致死毒性が検出された。その後の調査により，

高濃度に含有する遊離脂肪酸の影響である可能性が高いことが示唆された。さらに 下痢性員毒と遊離脂肪酸の分別法についても検

討を行った。試料アセトンで抽出して溶媒除去した後 nーヘキサン・ 85%メタノール・ 1%酢酸で分配し nーヘキサン層と含水メ

タノール層に分けることにより，大部分の遊離脂肪酸と下痢性貝毒を分けることができた。

key words : scallop， free fatty acid， diarrheatic shellfish poison 

はじめに

公定法 1) による下痢性貝毒では，試料に含有する遊離

脂肪酸(以下， F F A) が員毒と同様なマウス毒性を示

すことが報告されている 2)。本県でも2月"'-'3月に採捕さ

れたホタテガイ (5月2日まで冷凍保存)の生殖巣につ

いて，公定法に準じて下痢性貝毒検査を行ったところ，

マウスに対する毒性が検出された。

そこで， F F A濃度を測定して，その毒力を計算式に

より算出し，さらに，下痢性貝毒(以下， 0 S P) とF

FAの分別法の検討を行った。その結果，若干の知見を

得たので報告する。

2 • 1 試

2. 方

料

法

陸奥湾産ホタテガイのうち，平成7年2月"'-'3月に採捕

し，冷凍保存したもの及び5月に採捕したものの生殖巣

を用いた。

2 • 1 F F A 濃度の測定方法3) 4) 

測定方法を図 lに示した。生殖巣(冷凍保存したもの

は解凍後)20gをアセトン抽出し，エーテル・水による

分配を行い，エーテル層を定容とした後その一部を取り，

ジアゾメタンでメチル化し，ガスクロマトグラフ法によ

り測定した。ただし，定量はヘプタデカン酸メチル(メ

チルCl7)を標準物質とした。

ガスクロマトグラフイ一条件

ガスクロマトグラフイー装置:島津GC-9A(F 

1 0検出器)

カラム管:内径3mm 長さ 2m(ガラス製)

検体 20g
アセトン抽出 (3回)， 3分間ホモジナイズ

溶媒除去

エーテル・水分配

エーテル層 水層

1 帥去
エーテルで100meにメスアップ

検体O.5g相当のエーテル

溶媒除去

ジアゾメタン・エーテル溶液lome，室温30分
溶媒除去

アセトン2meに溶解

G C (2/1 g ) 

図 FFAの測定方法

充填剤:Oiasolid Z F (80"'-' 100メッシュ)

カラム温度:2100C 

注入口温度:2500

C 

キャリアーガス:ヘリウム w.6me/min，) 
2・2 液液分配法

液液分配法の検討はう分配に用いる溶媒を変えること

により行った。なお 安元の方法5)を参考にした。この

結果，最適と思われる測定方法について図2に示した。

生殖巣(冷凍保存したものは解凍後)20g，または中

腸腺50gをアセトン抽出し，溶媒除去した後 n-ヘキサ

ン・ 85%メタノール・ 1%酢酸で分配し n-ヘキサン

層 (FF A画分とする)と合水メタノール層 (0S P画

分とする)に分けた。それぞれの画分について溶媒除去

後，上記FFA濃度の測定方法に従って FFA濃度を測

口
叶
U

F
同

d



定した。ただし， F F A含量は2つの画分に存在する F

FAの合計量に対する百分率(%)で示した。

マウスによる毒性試験はそれぞれの画分について溶媒

除去した後， 1 %Tween60含有生理食塩水で適当量にメ

スアップし， 1 meを体重16"-'20gのddy系雄マウスに腹

腔内投与した(図 3)。

3. 結果及び考察

3・ FFAの定量

ホタテガイ生殖巣の FFA含量測定結果を表 lに示

す。

検体には公定法に準じて行った下痢性貝毒試験でマウス

毒性を示したNo.24，No.26， No.28，示さなかったNo.2及

びコントロールとして当日採捕された生貝を使用した。

その結果， No.24， No.26， No.28，にはそれぞれ6必mg/gぅ

5.75mg/g， 5.69mg/gと高濃度の FFAが含まれていた。

No.2で、は4.70mg/g，コントロールでは0.30mg/gであっ

た。計算による FF A (純粋なもの)マウス毒性 6)は

No.24， No.26， No.28で、それぞれ0.49MU/g，O.46MU/g， 

O.40MU/g， No.2及びコントロールではそれぞれ

0.36MU/g， O.02MU/gであった。

3 . 2 液液分配法の検討

7種類の溶媒について 液液分配を行った場合の FF 

生殖巣 20g 

アセトン抽出 (3回)， 3分間ホモジナイズ

溶媒除去

nヘキサン・ 85%メタノール・ 1%酢酸で分配

nヘキサン層 含水メタノール層

脱水・濃縮 |水を加えて50明以下に

以下，図 lと同じ操作 |する

G C 2μe (F F A画分)

ジクロロメタン50meに転

溶脱水・濃縮

以下，図 lと同じ操作

G C 2μe (D S P画分)

図2 液液分配法による FFA濃度測定法

中腸腺 50g 

アセトン抽出 (3回). 3分間ホモジナイズ

溶媒除去

n-ヘキサン・ 85%メタノール・ 1%酢酸で分配

n-ヘキサン層

溶媒除去

1 %Tween60含有

生理食塩水で15nte

にメスアップ

マウス試験 (DS P画分)

含水メタノール層

|溶媒除去
エーテル・ 10% NaC1分配

エーテル層

い洗い
溶媒除去

マウス試験 (FF A画分)

図3 液液分配法によるマウス試験法

表 l ホタテガイ生殖巣の FFA測定結果

採捕 搬 入 F F A (mg/g) 総FFA計算によるマウス
検体No. 年月日 年月日 CI4:O CI6:O C18:2 C 18:3 C20:4 C20・ C22:6 (mg/g)毒力 (MU/g)

24 7. 2.28 7. 5. 2 0.29 1.28 0.43 0.38 0.46 0.06 0.25 0.14 1.66 1.47 6.42 0.49 

26 7. 2.28 7. 5. 2 0.44 1.19 0.42 0.33 0.39 0.04 0.16 0.06 2.10 0.62 5.75 0.46 

28 7. 2.28 7. 5. 2 0.42 1.22 0.46 0.35 0.39 0.05 0.23 0.11 1.47 0.99 5.69 0.40 

2 7. 2. 10 7. 5. 2 0.24 0.82 0.39 0.17 0.34 0.05 0.17 0.09 1.17 1.26 4.70 0.36 

コントロール 7. 5. 16 7. 5. 16 0.02 0.07 0.03 0.02 0.03 ND 0.01 0.01 0.05 0.06 0.30 0.02 

毒力 (MU/ち)= (C18:I) xO.035+ (CI8:2) xO.083+ (CI8:3) x0.167+ (C20:4) x0.185+ (C22:6) xO.08361 

ただし • (C18 :1) (C18 :2) (C18・3) (C却・ 4) (C22 :6) は生殖巣 1gあたりの各脂肪酸mgを示す。

表2 液液分配による FFAの分配率

① n-へプタン.90%メタノール・ 1%酢酸

② n-ヘブタン.85%メタノール・ 1%酢酸

③ n-ヘプタン・ 85%メタノール

④ n-ヘキサン.90%メタノール・ 1%酢酸

⑤ n-ヘキサン・ 85%メタノール・ 1%酢酸

⑥ n-ヘキサン・ 85%メタノール

⑦ n-ヘキサン・ 80%メタノール・ 1%酢酸

20 40 
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表3 液液分配法によるマウス試験結果(値はすべて中腸腺当たり毒力)

分 目己 溶 液
公定法による毒力 o S P画分の毒力 FFA画分の毒力

(MU/g) 

⑤ nヘキサン・ 85%メタノール・ 1%酢酸

⑦ n-ヘキサン・ 80%メタノール・ 1%酢酸

Aの分配率を表 2に示す。その結果 n ヘキサン・

80 %メタノール・ 1%酢酸(⑦とする)での分配が

96.7 %と最も効率が良く，次いで n-ヘキサン・ 85%

メタノール・ 1%酢酸(⑤とする)の85.4%， nヘキ

サン・ 85%メタノールの85.3%であった。

しかし， F F Aをほとんど含まない中腸腺を用いて，

マウスによるバイオアッセイを行った結果，⑦の方法で

はDSPもFFA分離が出来ないことが分かつた。⑤の

方法では FFAが分離出来ないことが分かった。⑤の方

法では FFA画分への DSPの移行はほとんど認められ

なかった(表3)。

なお，標準品が入手出来なかったため， H P L Cを用

いた DSPの定量は行わなかった。

4. まとめ

(1) 産卵期ホタテガイの生殖巣について下痢性貝毒検査

を行ったところラマウスに対する毒性が検出された。

(2) F F Aが毒性の原因物質である可能性が高いことが

示唆された。

(3) nーヘキサン・ 85%メタノール・ 1%酢酸を用いた

液液分配法が， F F AとoS Pの分配に有効である

と思われる。

1.5 "-' 2.0 

1.5 "-' 2.0 
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(MU/g) (MU/ g) 

1.0"-' 1.5 0.3未満

0.3 "-' 0.4 0.75"-' 1.0 
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ノーウオークウイルス関連遺伝子が検出された急性胃腸

炎の 2集団発生事例 佐藤允武司三上稔之ー木村淳子司

大友良光司野呂キョウ司畑山一郎唱菊地裕子¥竹内正

子病原微生物検出情報月報， 16 (5) 5， 1995. 

1994年12月8日，三戸保健所管内の保育所及び1995年

2月23日八戸保健所管内の料理庖で集団発生した急性

胃腸炎について病原検索を行った。その結果， 2事例と

もに食中毒菌は陰性であったが 発病者便等についてさ

らに電子顕微鏡，細胞培養法及び PCR法により検査を

行ったところ，ノーウオークウイルス関連 SRSV遺伝

子が PCR法により 2事例から検出された。本検査法は

当該ウイルスの検査に極めて有用と考える。

三戸保健所

2:八戸保健所

Epidemiology of Yersinia enterocolitica serovar 

o 8 infection in the Tugaru area in ]apan. 

Y. Ohtomo， Y. Toyokawa， M. Saito'， M. Yamaguchi'， 

s. Kaneko2， T. Maruyama3 Contrib Microbiol 

lmmunol. 8asel. Karger， 13， 48 -50， 1995. 
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1987年10月から 1994年 l月にかけて，青森県津軽地区

で患者31名から YersInIaenterocolitica serovar 0 8菌

が分離された。分離菌は生物型がWautersの l型で各種

の病原性状が陽性，そして病原性プラスミドを保有して

いた。感染源はすべて不明であったが，患者の疫学的調

査により本菌の感染源としてブタ肉ライヌ，野生動物，

そして沢水の関与が推測された。

弘前市医師会成人病検診センタ-

2:東京都立衛生研究所

3:国立公衆衛生院

圏内産ブタからの病原性Yersinia enterocoliticα血清型

o 8菌の分離例 大友良光司豊川安延¥金子誠ニヘ

丸山 務メデイヤサークル， 41， 8 -13， 1996 

Yersinia enterocolitica及び、Ypseudotuberculosisの分布

を調査するため，市販ブタ肉，と畜場で解体されたブタ

の小腸末端部，ネズミ，河川水，沢水，湧水について菌

分離を行ったところ，ブタ小腸末端部50検体中 3検体

から病原性を有する Yersiniaenterocolitica血清型08菌

が分離された。

エヌ・エス環境科学コンサルタント

2:東京都立衛生研究所

3:国立公衆衛生院
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学会等発表抄録

結核菌と非定型抗酸菌のpolymerase chain reactionに

よる鑑別 畑山一郎可大友良光司野目キョウ司川村千

鶴子¥中村 敏 彦 第15回青森感染症研究会，青森市，

1995， 7， 29 

結核菌特異的プライマーを用いたPolymerase chain 

reaction (PCR)法により標準株結核菌の372bpDNAが特

異的に増幅された。一方，抗酸菌共通プライマーを用い

た場合には，結核菌および非定型抗酸菌に共通した

620bpDNAの増幅が確認された。これらのプライマーは

他の口内細菌とは反応しなかった。また， digoxigenin標

識プローブによるサザンハイブリダイゼーションは約

1，000倍の増感効果をもたらした。これらの結果は，本

プライマーによる PCRとサザンハイブリダイゼーション

は結核菌と非定型抗酸菌の迅速鑑別同定に有効であるこ

とを示す。

青森県立中央病院臨床検査部

遺伝子増幅法による結核菌の検出 畑山一郎，大友良

光司野昌キョウ司川村千鶴子1司中村敏彦平成 7年度

青森県環境保健部職員研究発表会，青森市， 1996， 2， 2 

(要旨省略:本誌学会発表抄録[結核菌と非定型抗酸

菌のpolymerasechain reactionによる鑑別」参照)

青森県立中央病院臨床検査部

混合プライマーを用いたRT-PCR法による Norwalk

virus の検出 佐藤允武司斎藤幸一¥木村淳子，三上

稔之司畑山一郎. JI/名林治第36回日本臨床ウイルス

学会，東京都， 1995， 6， 1 '" 2 

冬季に集団発生する食中毒様ウイルス性胃腸炎の主な

病原のーっと考えられている NV関連SRSV遺伝子につい

て，散発の急性胃腸炎から得られたSRSVを用い， RT-

PCR法により検討を行った。その結果， NV35， 36， 51， 

3の4つのプライマーの組み合わせで検出率 8"'80 % 

の成績を得たが，これら 4つを合わせた混合プライマー

が84%と最も効率よく NV関連SRSV遺伝子を検出したこ

とより，スクリーニングとしてこの混合プライマーを用

い，疑わしい検体を個別のプライマーで確認する方法が

経済的，且つ，効率的と考えられた。

岩手県衛生研究所

2:社会保険いわて健康管理センター
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ノーウオークウイルス関連SRSV遺伝子の検出法の検討

とその応用 佐藤允武司木村淳子司三上稔之司野自キ

ョウ司大友良光司畑山一郎司竹内正子1菊地裕子青

森県環境保健部職員研究発表会，青森市， 1996， 2， 2 

SRSV感染症の診断に開発したRT-PCR法を原因不明

として処理された急性胃腸炎の2集団発生事例に応用し

たところ，いずれからも NV関連SRSV遺伝子が検出され

た。本検査法はSRSVの診断に極めて有用と考える。

八戸保健所

2:三戸保健所

i昆合プライマーを用いたRT-PCR法による Non再Tall正

virus関連SRSV遺伝子の検出とその応用 佐藤允武司

木村淳子，三上稔之司野田キョウ司大友良光司畑山一郎司

斎藤幸一¥川名林治勺竹内正子九菊地裕子第15

回青森感染症研究会，青森市ラ 1995，7， 29 

(要旨省略:本誌学会発表抄録「ノーウオーク関連

SRSV遺伝子の検出法の検討とその応用」参照)

岩手県衛生研究所

2 :社会保険いわて健康管理センタ-

3 :八戸保健所

4:三戸保健所

青森県内のカット野菜工場における細菌検査成績 大

友良光司野呂キョウ:第69回日本食品衛生学会学術講

演会，東京都， 1995， 5， 17 

青森県内の二つのカット野菜工場で，原材料の処理か

ら製品に至るまで継時的に各工程の野菜，使用水を採取

するとともに，製造者の手指，製造用器具機材，床等を

ふき取り採取し，生菌数，大腸菌群，ふん便系大腸菌，

セレウス菌， リステリア菌の汚染状況を調査した。また

落下細菌の検査も行った。その結果，病原菌による汚染

はみられなかったが，原材料における著しい生菌数と大

腸菌群の汚染，カット野菜の低い洗浄効果，モヤシ，ア

ルフアルハ，カイワレダイコンなどの工場内栽培野菜が

工場内汚染に関与していることが示された。病原菌は検

出されなかった。

圏内産ブタからの病原生Yersinia enterocolitica血清型

08菌の分離例 大友良光，豊川安延司野目キョウ，

金 子 誠 二 第12回エルシニアの生態学研究会，弘前市，

1995， 8， 3 

(要旨省略:本誌の他誌抄録の同一題名参照)

東京都立衛生研究所



工ルシニア・工ンテ口コリチカ血清型o8菌の疫

学 大友良光:平成6年度青森県環境保健部職員研究

発表会ラ青森市， 1995， 2う3

病原生プラスミドを保有するエルシニア・エンテロコ

リチカ (Yersiniaenterocolitica)血清型08菌(以下O

8菌)の感染源を追究する目的で，市販食肉の他，月毎

に野生小動物，環境水，土壌について保菌調査を行い，

本菌のヒトへの感染ルートについて考察した。ノネズミ

と環境水から菌が分離されたことにより，感染源の一つ

にノネズミが挙げられ しかもその感染ルートに環境水

が関与することが強く示唆された。

工ンテ口ウイルスによるアポ卜ーシス誘導の細胞内レド

ックス制御 三上稔之司木村淳子，佐藤允武司畑山一

郎:第36回日本臨床ウイルス学会，東京都， 1995， 6， 

1 -2 

echovirus 9 (E 9 )を含む6種のエンテロウイルスの

アポトーシス誘導能に関して検討した O また，

buthionine sulf oximine (BSO) による細胞内酸化がE9

によるアポトーシス誘導を抑制することを明らかにした

が，他のエンテロウイルスにおいては抑制効果が見られ

るかどうか検討した。結果， E9同様PV3， EV71， CB 

5， CAI0， 16はすべてアポトーシスを誘導したことか

ら，エンテロウイルス属に共通したアポトーシス誘導機

構の存在が示唆された。細胞内酸化をもたらすBSOはE

9， PV 3， CB 5， CAI0， CA16感染によるアポトーシス

誘導を抑制したが， EV71には無効であった O この結果

は，細胞内レドックスに感受性を異にするウイルス由来

のシグナルが，エンテロウイルスのアポトーシス誘導に

関与していることを示唆する O

工ンテ口ウイルス感染で誘導されるアポ卜ーシスの細胞

内酸化による抑制 三上稔之，佐藤允武司畑山一郎

第49回日本細菌学会東北支部総会，秋田市， 1995， 8， 

31 -9， 1 

Echovirus のApoptosi誘導と細胞内酸化による抑制

三上稔之司佐藤 孝司佐藤允武，畑山一郎:第123回弘

前医学例会，弘前市， 1996， 2， 16 

(要旨省略:本誌学会発表抄録「エンテロウイルスに

よるアポトーシス誘導の細胞内レドックス制御J参照)

HIV検査の現状と今後の問題 三上稔之:第36回東

北臨床衛生検査学会，秋田市， 1995， 10， 20 -21 

AIDS患者は1981年に確認され，その病原体であるHIV
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は1983年から 1984年にかけて分離培養が可能になった。

それ以後， HIV感染を調べるため血液のHIV抗体スクリ

ーニング検査が世界各国において行われるようになっ

た。

我が国では厚生省の指針に基づきスクリーニング検査

は粒子凝集 (PA)法，酵素抗体(EIA)法で，また，ス

クリーニング検査で陽性の場合の確認試験は蛍光抗体法

(IFA) ，ウエスタンブロット (WB)法で行っている。今

後の問題としてスクリーニング，確認試験の検査キット

が多数市販され，また， PCRの検査キットも市販されて

いる事などから，多くの検査方法を併用することが望ま

れるが検査の目的や検査機関に即した対応が必要であ

る。また，検査を実施するに当たり，感染防御のための

施設の整備など考慮する必要がある。

そう菜等の細菌汚染 野呂キョウ，大友良光:第69

回日本食品衛生学会学術講演会，東京都， 1995， 5， 17 

食品衛生法で微生物規格基準の無い食品における細菌

汚染を調査するため，そう菜類12品目94検体，洋菓子

6検体の合計100検体について，生菌数，大腸菌群数，

食中毒起因菌の検索を行った。その結果ラ生菌数が 1g 

当たり 105個以上された検体は，加熱そう菜類33.3%，非

加熱そう菜79.2%，弁当92.3%，洋菓子66.7%であった。

またう大腸菌群とセレウス菌の検出率は生菌数が多い食

品ほど高い傾向にあった。病原菌は検出されなかった。

昨年度の県内における食中毒発生状況一分離菌の病原性

状一 野自キョウ，大友良光，三上稔之，佐藤允武司

畑山一郎司下山純子ー石川和子:第15回青森県感染症

研究会う青森市， 1995， 1， 29 

平成6年度に発生した12件の細菌性食中毒の起因菌

の病原性状等を検査し 各事件例の疫学について細菌学

的に検討を加えた。

青森県におけるサルモネラ・工ンテリティディスの疫学

野目キョウ，大友良光:平成6年度青森県環境保健部職

員研究発表会，青森市， 1995， 2， 3 

食中毒事件由来 (Salmoneiiacholeraesuis subspecies 

choleraesuis serovar Enteritidis，以下SE) と医療機関の

散発下痢患者由来SEについて，サルモネラの疫学マー

カーとして用いられるファージ型別 プラスミド保有状

況，薬剤感染受性の各試験を行いう SE食中毒の疫学に

ついて考察した結果 ファージ型別の情報が最も有益で

あった。ちなみに，本県のSEのファージ型は，種類と



出現時期は年単位で見れば国内の状況と変わらないが，

全国に先駆けて新しくバラエティーに富むものが出現し

ていることが判明した。

Polymerase Chain Reaction法による Human

Immunodeficiency Virus-2の検出 佐藤孝司三上

稔之司佐藤允武，畑山一郎:平成7年度青森県環境保健

部職員研究発表会，青森市， 1996， 2， 2 

LTR， env， polに対するprimerを用いて，検出用DNA

を鋳型としたhumanimmunodeficiency virus-2 (HIV-2) 

のnestedpolymerase chain reaction (nested PCR) によ

る迅速検出について検討した。 LTR，env， pol領域の

primerはHIV-lとは結合せずHIV-2DNAを特異的に増幅

させた。 LTR， env， polの増幅DNA断片は，理論値と一

致して各々 374bP，510bP， 337bPであった。特にpol領域

のPCRでは lコピーのDNAが検出可能であった。また，

digoxigenin (DIG)標識したpolのPCR産物をプローブと

したsouthernhybridizationにより， PCRの検出感度はさ

らに増大したことから，両法の併用はHIV-2の検出に加

えてHIV-lとHIV-2の鑑別に有効であることが判明した。

GPCクリーンアップを用いた食品中の残留農薬分析法

の検討 古川章子司高橋政教:第34回日本薬学会東

北支部大会，山形市， 1995， 10， 15 

食品衛生法改正に伴う規制対象農薬及び農産物の増加

に対処するため， 74農薬の多成分一斉分析法について検

討した。抽出からクリーンアップまでの操作を一本化し，

さらにクリーンアップ法としてGPC(ゲル浸透クロマト

グラフイー)を用いた結果 妨害物質である色素，脂肪

等の除去も容易で，操作も簡略化出来た。

この方法をリンゴ，玄米，しじみ，ホタテガイ等に適

用した結果，窒素系農薬の 5農薬(オキサミル，エチオ

フェンカルブラメトルブジン，クロフェンチジン)では

50%未満の低い回収率であったが その他の農薬ではす

べて 60%以上の回収率が得られ，多成分一斉分析法と

して充分適用出来るものと考えられる。

水道水源における農薬の検出状況 村上淳子，今井美

代子，野村真美，平出博昭:第35回日本薬学会東北支

部大会，仙台市， 1996， 10， 20 

主要河川を水道水源としている浄水場の原水及び浄水

について，農薬の検出状況を調査した結果，水質基準に

定められているチウラム，シマジンはすべて不検出であ

った。ベンチオカーブは原水では最大0.003mg/e検出さ

れたが，浄水では基準値0.02mg/eに対し，最大で
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00006mg/e検出されただけであった。また，平成6年

度から使用禁止になったCNPも検出されなかった。

遺伝子毒性発癌剤で誘発されたマウス肝前癌病巣におけ

るかJunとGlutathione S-transferase rr (GST-rr)の

発現変化 三浦啓徳，中野創 1司佐藤公彦¥土田成

紀 1司畑山一郎:第54回日本癌学会総会，京都市， 1995， 

10， 3 -5 

Diethylnitrosamine， 3-methyl-4-dimetyylaminoazobenze， 

N-ethyl-N-nithosoureaの3種の遺伝子毒性発癌剤で誘発

した雄マウスの肝前癌病巣では，免疫織化学的に薬物代

謝酵素GST一日は，いずれも陰性であるのに対し，雌の

場合には逆に陽性巣として確認された。一方，癌遺伝子

産物c-Junは雌雄の前癌病巣において陽性であった。こ

のことは， c-Junは，遺伝子毒性発癌剤で誘発した肝前

癌病巣の優れた免疫組織化学的マーカーであることを示

す。

弘前大学医学部第2生化学

マウス肝前癌病巣における Glutathione S-transferase 

Hとc-Junの発現変化 三浦啓徳，高橋政教司畑山一

郎:平成7年度青森県環境保健部職員研究発表会，青森

市， 1996， 2， 2 

(要旨省略本誌学会発表抄録「遺伝子毒性発癌剤で

誘発されたマウス肝前癌病巣における c-Junと

Glutathione S-transferase rr (GST -rr)の発現変化J参

照)

遺伝子毒性発癌剤で誘発されたマウス肝前癌病巣のか

JunとクラスPi glutathione S-transferase rrの免疫組

織化学的検討 三浦 啓徳 司畑 山一 郎司 中野創佐

藤 公 彦 ¥ 土 田 成 紀 第123回弘前医学会例会，弘前市，

1996， 2. 16 

(要旨省略:本誌学会発表抄録「遺伝子毒性発癌剤で

誘発されたマウス肝前癌病巣における c-J unと

Glutathione S-transferase rr (GST -rr)の発現変化J参

照)

弘前大学医学部第2生化学

黒石扇状地における地下水質の地球化学的検討 石塚

伸一司工藤真哉司佐藤真理子:第22回環境保全・公害

防止研究発表会，横浜市， 1995， 11， 28 -29 

黒石扇状地における地下水質について，地球化学的な



検討を行った結果は次のとおりであった。井戸の深度が

深い程， pHはアルカリ側になっており，またHC03濃

度が大きくなっていた O 浅井戸は深井戸より ，N03-， 

Cl-， S042 濃度が大きかった。深度別の水質組成は，深

度が1000m(温泉)で、Na-HCO]型，深度100m(深井戸)

で、Ca-HC03型，深度5"-'30m (浅井戸)では地域によっ

て異なり， Na-Cl型やCa-HC03型などであった。市街地

西側の浅井戸でう Na+，K+， Cl-， S042
-， N03濃度が高

く，東側で日CO]濃度が高くなっていた。浅井戸の水質

組成は，東側がCa-HC03型，西側がNa-Cl型で、あった。

市街地の南東側から流れてきた地下水は流下に伴い，市

街地の地表からN03-，Cl-， S04'の供給を受け，その濃

度を増しながら北西側に流下しているものと考えられ

るO 地表からのN03等は，深井戸までは達していなか

った。河川の近くでは，河川伏流水の影響を受けている

ものがあった。

固相抽出/高速液体ク口マトグラフィ一法による水中農

薬の多成分間時分析 石塚伸一司佐藤真理子，対馬和

浩:平成7年度青森県環境保健部職員研究発表会，青森

市，1996， 2， 2 

水中農薬の固相抽出/高速液体クロマトグラフイ一法

を用いた多成分同時分析について検討した O 試料水の

pHを3.5に調整した後，測定対象物質をポリマー系の固

相カートリッジで抽出し 次にアセトニトリル3meで溶

出させた。その後，エンドキヤッピング高純度シリカ O

DSを分離カラムとし，アセトニトリル/リン酸緩衝液

(pH2.8) を溶離液に用い，フォトダイオードアレイ検出

器付き HPLC分析装置で多成分同時分析を行った。検量

線は， HPLC注入絶対量で 2ng"-' 100ngまで直線性があ

り，検量線の相関係数はし、ずれの物質も0.999以上であ

った。 2ng注入時の変動係数 (n= 3) は，いずれの

物質も1.2"-'2.1 %であった。この方法により添加回収試

験を行ったところ，いずれの物質の回収率もほぼ90% 

以上，変動係数は10%以下と良好であった。この方法

により，分析の効率化が図られると同時に，人体及び環

境に有害である有機溶媒の使用量も大幅に低減すること

ができた。

Tritium concentrations of surface waters in 

Rokkasho-mura 6 t h international conference on 

low level measurements of actinides and long-Hved 

radionuclides in hiological and environmental 

samples， Cherhourg (France)， 1996， Sep.9・13. K. 

Tonosaki， H. Kudoh， H. Kimura1 

In the vicinity of the nuclear fuel cycle facilities in 

Rokkasho-mura， two types of lakes are located. One 

is a brackish lake，“Obuchinume Lake"， and the other 

is a freshwater lake，“Takahokonuma Lake". Tritium 

concentrations in the river waters ranged 1 "-' 2 Bq L -1 

and were higher than in the precipitation in Rokkasho-

mura. It is supposed that the groundwater with higher 

level of tritium inf10ws into rivers. Tritium concentrations 

in Takahokonuma lake ranged 0.6"-' 1.5 Bq L -1 

Tritium concentrations in the surface layer was 

observed no different from that in the inflow rivers. 

Tritium concentrations in Obuchinuma Lake had a 

good negative correlation with salinity at any sampling 

points and periods. We consider that the lake water of 

Obuchinuma Lake would not be much influenced by 

precipitation， and depends on the ratio of seawater 

and Futamata River inf10wing into the lake. 

1 : Aomori Prefectural Atomic Energy Environmental 

Control Office 

青森県における酸性雨の現状 早狩進司松尾章

平成 7年度青森県環境保健部職員研究発表会，青森市，

1996， 2， 2 

ろ過式簡易採取装置を用いた酸性雨調査を継続してい

る環境保健センター，八甲田山，鯵ケ沢，六ケ所の4地

点について，平成3"-'6年度までの結果を元に季節的，

地域的特性について解析を加えた。
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pHの年平均値では，鯵ケ沢で上昇傾向，環境保健セ

ンターで下降傾向が見られた。 Naイオンは内陸の高地

にある八甲田山でも冬季に上昇する季節変化が見られ

た。 nss-S042沈着量も，冬季に上昇する傾向が見られ，

本州、旧本海側に共通な特徴として大陸から季節風によっ

てもたらされた可能性が強い。

小川原湖の植物プランク卜ンー湖全体の出現状況一

工藤精一司小山田久美子司神 正志司柴田幸伸，早狩敏

男:平成7年度青森県環境保健部職員研究発表会，青森

市，1996， 2， 2 

汽水湖で、ある小川原湖の植物プランクトンについて，

昭和57年度から 12年にわたる調査結果をもとに，種組

成，種類数の経時変化，主な出現種，優占種等の湖全体

の状況について解析した。

その結果，種組成は，珪藻類が全ての年度で60"-' 

80%を占めており，主な出現種は，Cocconeis plasentula， 

Diatoma elongatum， Cyc10tella sp. などの珪藻類であっ



た。また，アオコ発生時に優占する藍藻類のMicrocystis

やAnabaena属の細胞数は非常に少なくう淡水赤潮の原

因となる渦鞭毛藻類のPeridiniumやカビ臭の原因となる

藍藻類のOscillatoriaも少ない。

清浄地域と都市域の降水特性-名久井岳と八戸市の比

較一 工藤隆治，工藤精一司関野正義:第36回大気

環境学会，東京都， 1995， 11， 3 -5 

青森県南地域の年加重平均pHが，全国的にみて高く

推移している要因について検討した。

その結果，平成5年度において名久井岳では， NH4 +， 

nss-K +によるH+の減少が大きく， N03 -， nss-S042 によ

るH+の増加が小さいことにより， pHが高くなっていた

ことが示された O また，八戸市では， nss-S042ーによる

H+の増加に対し， NH4 +， nss-Ca2 +によるH+の減少が特

に大きいことにより， pHは5.81と全国でも高い値となっ

ていたことが示された。さらに，八戸市では都市活動，

海域の影響を受けていることが明らかになった。
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クロマツ花粉のCODへの影響について 神正志

平成 7年度環境保健部職員研究発表会，青森市， 1996， 

2， 2 

平成6年度の白浜海水浴場の水質調査時に，通常より

も高いCOD値が検出され クロマツの花粉による影響

が考えられた O そのため クロマツ花粉のCOD値への

影響を検討した。

その結果，微量のマツ花粉でもCOD値に対する影響

は大きく，水浴場の調査はマツ花粉の発生時期をさげる

ことが望ましいと考えた。

正月中における八戸市の大気汚染状況 坂上素ー:第

21回北海道・東北ブロック公害研究連絡会議， 1995， 11 

1.盛岡市

中小企業が稼動しない正月期間中の大気汚染物質濃度

を把握しておくことは パックグランド濃度の基礎試料

として重要である O 今回 八戸市内の大気汚染常時監視

局のうち八戸市庁局，第二魚市場局，八戸保健所局の

S02， NOx， SPM測定結果について検討を加えた結果，

工業地帯からの影響の少ない八戸保健所の元日における

日平均値， S020.002ppm， NOxO.016ppm， SPMO.014mg/ 

m3が八戸市のバックグランド濃度と考えられた。
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